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Instructions for use   （IM02310J1） 

  patch-type passive sampler 

取扱説明書  シート状拡散型サンプラー No.310 
安全にお使いいただくために 

注意 
けがの防止のために 

 活性炭シートを素手で触らず、保護手袋をしてピンセット等を使用して取扱

ください。 

 本製品を他の目的や用途で使用しないでください。 

注記 性能維持、信頼性確保のために 

 保管条件及び有効期限は製品ラベルに表示されています。 

 アルミバックのチャックはきちんと閉めて保管してください。 

 温度 0～40℃の範囲で使用してください。 

 相対湿度 0～90％の範囲で使用してください。 

 捕集後は周辺環境からの汚染を防止するために速やかに気密性の高い容

器で保管してください。 

適用範囲 
化学防護手袋からの透過物質や空気中の有機溶剤蒸気の測定に使用してください。 

仕 様(性能向上のために仕様や外観などは変更することがあります。) 

 
捕 集 原 理 活性炭による物理吸着 

対象物質・捕集時間により破かが生じます。破かの確認を必ず行ってください。 

測定手順 
① サンプリング直前にアルミバックから取り出し、台紙を剥がす。 

② 化学防護手袋の透過量を測定したい場合は、対象とする化学防護手袋のインナ

ー手袋に本サンプラーを貼り付ける。 

③ 測定終了後、直ちに活性炭シート周辺にハサミで切り込みを入れて活性炭シート

を取り出し、バイアル瓶に入れる。分析を行うまでの間は冷暗所（0～25℃）また

は冷蔵庫（0～10℃）に保存する。 

分析手順（例） 
① 2mL の脱着溶媒を活性炭シートが入ったバイアル瓶に加え、栓をした後、手で軽

く振とうする。時々軽く振とうしながら、1 時間以上放置し抽出する。 

② 抽出終了後、マイクロシリンジで採取した試料液 1μL をガスクロマトグラフに注

入し、ピーク面積を測定する。 

③ ピーク面積と検量線の関係から求めた最終試料液中の測定対象有機溶剤量を求

める。 



脱着率の測定 
活性炭シートの脱着溶媒を選定する場合は脱着率の試験を行う。尚、脱着率は下記

の方法のいずれかにより求める。 

①相平衡法：  脱着溶媒に一定量の試料を添加したものをバイアルに入れた活性炭

シートに加え、密栓して 1 時間以上放置後の溶液濃度の減衰率を測

定する方法。検量線作成時に使用した標準を併用しても良い 

②直接添加法：既知量の試料を直接活性炭シートに添加し、密栓して 4℃、12 時間

保存後､脱着させて添加量と回収量の割合を測定する方法 

物質名 平均脱着率 CV 

アセトン 96.1% 0.7% 

イソプロピルアルコール 88.0% 2.2% 

酢酸メチル 95.3% 0.8% 

ジクロロメタン 91.0% 3.9% 

メチルエチルケトン 97.4% 2.0% 

酢酸エチル 97.4% 2.0% 

ヘキサン 98.0% 1.9% 

イソブチルアルコール 92.8% 3.3% 

1-ブタノール 66.4% 4.6% 

メチルイソブチルケトン 96.9% 2.7% 

酢酸イソブチル 97.0% 2.7% 

トルエン 98.2% 2.4% 

酢酸 n ブチル 97.5% 2.5% 

エチルベンゼン 97.8% 2.6% 

m,p-キシレン 97.7% 2.4% 

シクロヘキサノン 104.0% 3.6% 

ブチルセロソルブ 83.9% 3.0% 

o-キシレン 97.9% 3.2% 

※脱着溶媒は二硫化炭素 2mL の場合の値を示した 

廃 棄 
このシート状拡散型サンプラーは有害物質を含みません。一般廃棄物として廃棄可能で

す。 

保証とアフタサービス 
 万一、品質に不都合な点がありましたら、弊社にお問い合わせください。 

 ガス測定、品質に関する質問をお気軽にお問い合わせください。 

お問い合わせ先：株式会社 ガステック 営業本部 

〒252-1195 神奈川県綾瀬市深谷中八丁目 8 番 6 号 

TEL：0467（79）3911  FAX：0467（79）3979 

ホームページアドレス：https://www.gastec.co.jp/ 
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